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日
展
理
事
長
に
就
任
し
て

奥

田

小
由
女

先
般
日
展
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

う
美
術
館
休
館
等
の
影
響
に
よ
り
、
巡
回
展
の
大
阪
会
場
は
途

中
閉
幕
、
安
曇
野
、
金
沢
、
長
崎
の
各
会
場
は
中
止
に
追
い
込

ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
非
常
事
態
の
中
、
現
体
制
で
乗
り
切
る
よ

う
に
と
の
投
票
結
果
に
よ
っ
て
理
事
長
再
任
の
重
責
を
お
受
け

い
た
し
ま
し
た
。
日
展
作
家
の
命
を
守
る
事
、
芸
術
文
化
の
灯

を
絶
や
さ
な
い
為
、
心
を
合
わ
せ
助
け
合
い
前
進
し
て
ゆ
き
、

素
晴
ら
し
い
日
展
の
開
催
を
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。

日
展
副
理
事
長
・
事
務
局
長
に
就
任
し
て

土

屋

�

一

此
の
度
、
日
展
事
務
局
長
の
重
責
を
改
め
て
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
。
私
自
身
を
育
て
て
い
た
だ
い
た
こ
の
日
展
と
云
う
土
壌

が
少
し
で
も
豊
か
な
も
の
に
な
る
よ
う
、
私
達
の
未
来
で
も
あ

る
、
若
き
作
家
の
信
頼
を
失
わ
な
い
組
織
で
あ
る
よ
う
、
粘
り

強
く
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
御
支
援
を
心

か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
展
副
理
事
長
退
任
に
際
し
て

藤

森

兼

明

二
度
目
の
副
理
事
長
を
二
年
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
こ
の

度
、
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
日
展
に
と
っ
て
激
動
の
七
年
の
現

場
に
在
任
し
、
内
か
ら
見
え
る
日
展
、
外
か
ら
見
ら
れ
る
日
展

と
大
変
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
共
日

展
の
一
員
と
し
て
広
い
視
野
で
お
役
に
立
て
ま
す
様
、
微
力
な

が
ら
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

日
展
副
理
事
長
退
任
に
際
し
て

井

茂

圭

洞

光
栄
な
こ
と
に
伝
統
あ
る
日
展
の
副
理
事
長
を
四
年
間
務
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
間
日
展
の
改
革
と
発
展
の
た
め
に

微
力
な
が
ら
尽
力
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
会
員
の
皆
さ
ま

の
絶
大
な
る
ご
声
援
と
ご
協
力
の
賜
物
と
あ
り
が
た
く
存
じ
て

お
り
ま
す
。

今
後
は
歴
史
の
あ
る
日
展
が
隆
盛
を
極
め
る
た
め
に
、
会
員

の
方
々
と
共
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

日
展
副
理
事
長
退
任
に
際
し
て

加

藤

種

男

公
益
法
人
と
し
て
の
改
革
は
達
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は

さ
さ
や
か
な
が
ら
も
役
目
を
果
た
せ
た
の
か
と
思
い
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
一
方
で
「
経
営
改
革
に
よ
る
日
展
の
新
た
な
飛

躍
」
に
は
十
分
寄
与
で
き
ず
、
心
残
り
で
す
。
皆
様
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

日
展
副
理
事
長
に
就
任
し
て

根

岸

右

司

こ
の
度
、
図
ら
ず
も
日
展
副
理
事
長
の
重
責
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
。
今
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
と
で
不
安
が
社
会
を
覆
い
、
そ
の

現
実
の
中
で
他
の
課
題
と
併
せ
日
展
運
営
の
真
価
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。道
筋
を
立
て
な
が
ら
更
に
魅
力
あ
る
日
展
を
目
指
し
、

微
力
な
が
ら
全
力
を
尽
し
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の

更
な
る
御
指
導
、
御
支
援
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
展
副
理
事
長
に
就
任
し
て

神

戸

峰

男

こ
の
度
、
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
副
理
事
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。

前
期
に
引
き
続
き
、
二
期
目
の
就
任
と
な
り
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
先
人
た
ち
の
功
績
を
ふ
ま
え
、
日
展
全
体
を

盛
り
上
げ
、
活
気
あ
る
公
益
法
人
と
し
て
の
在
り
よ
う
を
模
索

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
展
開
を
見
据
え
、
充
実
し
た
二
年
に

な
る
よ
う
尽
力
す
る
所
存
で
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
展
副
理
事
長
に
就
任
し
て

黒

田

賢

一

こ
の
度
、
思
い
も
か
け
ず
日
展
副
理
事
長
と
い
う
大
任
を
頂

き
、
責
務
の
重
要
性
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
一
一
三
年

の
伝
統
の
上
に
改
革
が
進
め
ら
れ
て
き
た
日
展
。
五
科
が
協
調

し
合
い
な
が
ら
よ
り
充
実
し
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
た

め
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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第
８４
回
定
時
総
会
報
告

日

時

令
和
二
年
六
月
二
十
五
日

午
後
二
時

場

所

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ル
ー
ム

出

席

四
九
五
名
（
含
議
決
権
行
使
書
）

奥
田
理
事
長
が
議
長
と
な
り
、
左
記

の
事
項
に
つ
い
て
報
告
、
説
明
し
承
認

可
決
し
た
。

�

令
和
元
年
度
事
業
報
告
承
認
に
つ
い
て

�

令
和
元
年
度
決
算
承
認
に
つ
い
て

�

令
和
二
年
度
事
業
計
画
書
報
告
に
つ
い
て

�

令
和
二
年
度
収
支
予
算
書
等
報
告
に
つ
い
て

�

会
員
人
事
報
告
に
つ
い
て

�

選
定
顧
問
報
告
に
つ
い
て

�

理
事
・
監
事
の
改
選
承
認
に
つ
い
て

そ
の
他
の
報
告
事
項

１

会
友
規
則
の
一
部
変
更
報
告
に
つ
い
て

２

令
和
二
年
度
称
号
授
与
予
定
者

報
告
に
つ
い
て

３
改
組
新

第
六
回
日
展
巡
回
展
開
催

報
告
に
つ
い
て
他

役
員
・
会
員
新
人
事

令
和
二
年
六
月
二
十
五
日
付

新

顧

問

洋

画
中
山

忠
彦

藤
森

兼
明

理

事
理
事
長

奥
田
小
由
女

副
理
事
長

事
務
局
長

土
屋

�
一

副
理
事
長

根
岸

右
司

副
理
事
長

神
戸

峰
男

副
理
事
長

黒
田

賢
一

（
◎
は
理
事
長

◇
は
副
理
事
長
）

日
本
画

◇
土
屋

�
一

福
田

千
惠

村
居

正
之

山
﨑

隆
夫

渡
辺

信
喜

洋

画
小
灘

一
紀

佐
藤

哲

斎
藤

秀
夫

◇
根
岸

右
司

湯
山

俊
久

彫

刻

◇
神
戸

峰
男

能
島

征
二

宮
瀬

富
之

山
田

朝
彦

山
本

眞
輔

工
芸
美
術

◎
奥
田
小
由
女

武
腰

敏
昭

春
山

文
典

三
田
村
有
純

吉
賀

將
夫

書
新
井

光
風

井
茂

圭
洞

◇
黒
田

賢
一

髙
木

聖
雨

星

弘
道

外

部
河
野

元
昭

松
本

正
之

監

事
洋

画
町
田

博
文

彫

刻
石
黒

光
二

書
土
橋

靖
子

新
会
員

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
、
左
記
二
十
一
名
が
選

出
さ
れ
た
。

令
和
二
年
四
月
一
日
付

日
本
画

伊
東

正
次

稲
田
亜
紀
子

川
嶋

渉

松
浦

丈
子

洋

画
大
竹

正
治

岡
本

猛

西
谷

之
男

松
野

行

彫

刻
小
関

良
太

髙
野

眞
吾

二
塚
佳
永
子

前
芝

武
史

宮
坂

慎
司

工
芸
美
術

安
藤
タ
ヅ
子

浅
井

啓
介

竹
森

公
男

書
伊
藤

仙
游

河
西

樸
堂

新
谷

泰
鵬

野
田

正
行

吉
澤

劉
石
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新
準
会
員

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
、
左
記
一
八
名
が
選
出

さ
れ
た
。

令
和
二
年
四
月
一
日
付

第
一
科

日
本
画
（
三
名
）

大
﨑
多
実
穂

新
川

美
湖

松
永

敏

第
二
科

洋

画
（
二
名
）

一
の
瀬

洋

河
本

昭
政

第
三
科

彫

刻
（
四
名
）

岡
本

和
弘

屋
田

光
章

森
田

一
成

安
田

陽
子

第
四
科

工
芸
美
術
（
六
名
）

兼
先

恵
子

川
口

満

十
二
町

薫

田
中

貴
司

本
間

秀
昭

向
山
伊
保
江

第
五
科

書
（
三
名
）

池
田

毓
仁

岡
本

藍
石

金
子

大
蔵

新
会
友

令
和
元
年
七
月
二
十
五
日
開
催
の
理
事

会
に
お
い
て
会
友
規
則
の
一
部
変
更（
会

友
資
格
取
得
の
要
件
を
「
入
選
１０
回
」か

ら
「
入
選
８
回
」
に
変
更
）を
承
認
し
た
。

―
会
友
規
則
―

抜
粋

第
３
条

会
友
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
で
、理
事
会
の
承
認
を

受
け
た
者
と
す
る
。

（
１
）
昭
和
３３
年
以
降
、
日
本
美
術
展

覧
会（
以
下「
展
覧
会
」と
い
う
）

に
お
い
て
特
選
を
受
賞
し
た
者

（
２
）
昭
和
３３
年
以
降
、
展
覧
会
に
お

い
て
８
回
以
上
の
入
選
を
経
た
者

こ
の
規
則
変
更
に
よ
り
、
令
和
二
年

三
月
二
十
五
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い

て
、
左
記
四
四
三
名
が
選
出
さ
れ
た
。

令
和
二
年
四
月
一
日
付

第
一
科

日
本
画
（
四
〇
名
）

安
住
小
百
合

安
藤

洋
子

足
立

昌
之

天
笠

慶
子

網
谷
真
佐
美

石
崎

誠
和

一
木

恵
里

今
村

市
良

大
島

麻
美

大
田

実
穂

奥
原
美
智
子

上
口

文
治

岸
本

志
津

北
川
由
希
恵

工
藤

彩

黒
岩
け
い
子

黒
岩

知
里

佐
藤

博
子

坂
田

潤
世

坂
本

武
典

清
水

航

田
中

達
也

竹
ノ
下
ひ
さ
え

長
尾

英
代

西
野
千
惠
子

野
原
都
久
馬

林

森
次

福
原

康
子

福
本

百
恵

堀
田

律
子

前

都
志
子

前
田

恭
子

三
谷

佳
典

宮
下

和
司

安
田
や
よ
ひ

山
本

静
香

山
本

眞
希

吉
田

慶
子

渡
邊
久
二
男

渡
辺

信
子

第
二
科

洋

画
（
一
二
一
名
）

相
澤

裕
一

青
山

英
和

雨
宮

嘉
吉

井
田

善
子

井
藤

雅
博

伊
藤

尚
尋

飯
田
由
賀
里

飯
塚

和
秀

市
原

浩
幸

今
井

明
吉

入
江

英
子

岩
瀬

侑
夫

江
口

登

海
老
原
秀
男

小
沢

一
廣

尾
﨑

史
典

大
久
保
佳
代
子

加
藤

久
子

海
田

敬
子

神
山

晃
一

川
上

浩
平

川
俣

修
子

川
村

隆
夫

木
下

博
寧

木
谷

徹

菊
岡

政
明

北
原

啓
介

栗
原

誠
子

小
松

茂
子

米
今

里
恵

佐
伯

育
郎

佐
藤

京
子

斉
木

健
治

齋
藤

勝
美

齊
藤
紀
久
子

酒
井

惠
子

酒
井

文
子

鷺

悦
太
郎

崎
谷

桂
子

笹
原

弘
子

清
水
佳
代
子

島
﨑

英
子

下
田

秀
子

沈

堅
毅

須
藤

赫
子

鈴
木

千
壽

鈴
木

佳
子

住
井
ま
す
み

曽
我
部
厚
美

孫

美
良

田
口

孝
子

田
中

建
司

田
畑
明
日
香

平
良

武
二

髙
橋

和
義

髙
栁

剛
士

出
口

順
治

遠
山

厚
史

時
田

治
子

德
丸

晃

中
田

勝
彦

中
村

裕
二

中
村

悦
子

中
山
小
夜
子

長
江

洽
次

西

美
奈
子

西
澤

史
郎

西
澤

美
幸

西
田
藤
三
郎

西
野

博
樹

西
村
日
呂
子

波
多
野
雅
子

橋
場

彰
一

橋
本

弘
幸

畑
山

明
子

林
田

博
子

半
田

豊
和

平
田

昌
己

廣
澤

節

藤
井
あ
か
ね

藤
井

真
之

藤
川

弘
康

藤
田

和
章

藤
本

雄
二

細
野

篤
子

前

知
津
子

松
井

廣
志

松
永

錞
子

松
原

真
紀

三
橋

允
子

三
橋

文
彦

南

巖
衛

宮
城

静
子

宮
原

榮
作

宮
原

清

明
圓

浪
子

武
藤

久
子

村
上

幸
子

村
田

洋
子

村
山
千
鶴
子

望
月

照
華

森

敬
介

森

照
造

安
田

祐
治

安
村

敏
彦

柳
澤

利
光

栁
下

義
一

山
口

孝
子

山
口

操

山
下

光
子

山
中
さ
と
ゑ

山
本

正
子

結
城

唯
善

吉
岡
真
紀
子

吉
川
英
一
郎

吉
田

勝
美

吉
田

定

吉
田

武
志

吉
田

力

頼
住
美
根
生

渡
辺

一
弘
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第
三
科

彫

刻
（
一
八
名
）

芦
田

風
馬

伊
藤

奏
太

神
山
美
登
里

河
口

知
佳

澤
口

准
子

志
村

広
子

樽
井

美
波

西
見

智
之

西
山

良
文

灰
塚
み
ゆ
き

播
間

公
次

松
宮

紀
代

三
政

洋
一

美
坂
康
太
郎

宮
地

淑
江

本
村

勝
也

諸
井

謙
司

山
本

将
之

第
四
科

工
芸
美
術
（
六
十
五
名
）

青
山

祐
子

天
谷

理
彩

荒
木
ス
ミ
子

五
十
嵐
ま
さ
み

井
上

英
基

井
野

清
次

猪
俣

美
帆

池
邉

絹
江

石
上
久
美
子

石
田

満
美

市
川

博
一

宇
佐
見
美
和

植
山

佳
子

氏
家
未
香
子

梅
田

洋

小
澤

正
勝

小
田
中

藍

大
谷

桂
子

太
田
い
く
み

金
井

大
輔

神
尾

和
子

川
本
ち
ゑ
子

木
村

正
和

北
嶋

裕
子

小
池

信
子

小
林

洋
子

興
梠

宜
伸

近
藤

卓
浪

斉
藤

頼
子

澤
田

達
子

清
水

幹
夫

正
和

朗
実

鈴
木

輝
男

鈴
木

義
之

瀬
尾
三
千
代

髙
木

彩
子

高
橋

幸
一

竹
内

剛

竹
川

欣
秀

竹
花
富
美
子

谷
口

良
孝

辻

宏
美

寺
島

利
男

冨
澤

利
男

冨
田

忠
志

中
村

厚
子

中
村

慎

長
尾

一
正

平
瀬
マ
リ
子

平
野
ま
り
子

平
山

敏
文

福
田

典
子

藤
見
眞
知
子

眞
島
美
代
子

松
宮

輝
明

三
本

健
助

三
輪

廉
浩

峯
尾

直
明

宮
木

康

宮
島

正
志

村
尾

一
哉

村
上

守
治

村
越

郁
夫

湯
浅

双
葉

吉
江

夕
音

第
五
科

書
（
一
九
九
名
）

安
積

九
齢

青
谷

祥
泉

赤
澤

寧
生

秋
元

貞
治

秋
山

千
華

浅
野

峻
卿

浅
野

鈴
秀

井
上

邦
子

井
上

南
海

井
田
智
佐
子

井
出

琴
泉

伊
東

龍
州

伊
藤

小
游

伊
藤

雅
一

池
田

光
遊

池
田

春
汀

石
田

朴
洞

石
丸

暁
風

出
田

塘
葭

磯

翠
茗

今
井

仙
童

岩
谷
香
代
子

岩
脇

佐
雅

卯
中
惠
美
子

宇
多

青
莎

上
田

大
愚

上
野

逸
畔

植
森

克
昌

氏
田

照
陽

内
山

寒
山

惠
谷

錦
繡

遠
藤

慶
光

尾
崎

木
堂

大
門

光
熈

大
河

紫
流

大
河
原
節
子

大
澤

梢
光

大
田

鵬
雨

大
田

亘

大
橋

永
佳

大
平

汀
華

大
森

湖
仙

大
山

麗
泉

恩
田

静
月

加
藤

欄
遂

我
部

玉
萩

片
山

清
洲

亀
山
真
佐
江

川
代
久
美
子

川
西

美
智

川
端

春
蔦

河
﨑

鵬
堂

河
田
三
和
子

菅
野

禎
心

木
原

研
石

国
原

葉
月

窪
田

晶
香

熊
谷

咸
集

粂
田

芝
青

小
島

岐
香

小
島

健
堂

小
林

玉
秋

小
林

明
香

小
森

烟
雨

古
林

菱
花

幸
喜

洋
人

河
野

玲
風

郡

玉
川

越
坂

久
雄

輿
水

紫
石

近
藤

江
南

佐
久
美
泉
涯

佐
々
木
紅
濤

佐
々
木
寿
裕

佐
藤

芳
越

佐
貫

省
風

斎
藤

真
澄

坂
元

紫
香

坂
本

由
朗

酒
井

幸
子

澤
田

月
華

三
箇

清
暉

芝
崎

玲
華

芝
野

美
邨

柴
谷

峰
花

島
田

香
岫

島
田

小
攝

下
川

蒼
田

須
藤

恵
里

末
吉

舞
舟

菅
内

皓
雪

杉
山

玉
秀

鈴
木

史
鳳

鈴
木

翔
雲

鈴
木

庸
生

炭
谷

春
香

田
頭

昭
子

田
中

光
穂

田
中

豊
香

田
中

夕
綏

田
ノ
岡
大
雄

田
村

彰
規

田
村

秋
海

高
木

紅
舟

高
桑

嚴
風

髙
野

清
玄

髙
橋

雅
風

高
橋

江
東

高
山

松
雨

瀧
谷

登
希

竹
本

大
鶴

武
村

榮
子

辰
林

法
子

谷
口

和
光

調
子
久
美
子

津
久
井
智
恵
美

経
澤

菁
汀

坪
井

華
泉

露
﨑

玄
峯

寺
尾

碩
雲

寺
尾

桑
林

戸
村

舟
里

東
海

美
風

藤

茜
女

中
岡

志
織

中
嶋

和
子

中
田

藤
葩

中
西

柳
邨

中
村

暢
子

中
家

寛
子

長
沼

龍
雲

滑
志
田
方
苾

南
條

硯
影

仁
科

惠
椒

丹
羽

春
蘭

新
田

梨
香

西
方

純
晴

西
村

雅
舟

八
田

登
雲

原

多
詠
子

原

満
子

原
沢

游
古

原
田

伯
禹

桧
垣

伸
子

樋
口

紫
水

平
位
か
よ
子

不
動

佑
南

福
井

淳
哉

福
井

青
藍

福
井

佑
香

福
島

輝
子

福
田

明
代

福
富

玲
茜

福
永

美
泉

福
本

朱
凰

福
山

大
轟

藤
井

草
香

藤
巻

昭
二

藤
森

大
節

藤
原

郁
代

舟
引

遥
香

細
川

石
圃

細
田

晴
美

堀
田

泰
彦

本
波

棲
亭

眞
喜
屋
華
泉

真
崎

摂
葉

町
田

景
雲

松
浦

螢
郊

松
尾

無
雙

松
本
百
合
子

三
宅

教
之

水
戸

静
琴

水
野

峯
翠

光
枝

旭
翠

向
井

京
子

麦
倉

翠
江

村
上

千
砂

本
浪

靜
枝

森
上

洋
光

森
川
史
実
代

森
田

草
藍

森
津

竹
仙

八
島

芝
瑤

八
尋

漱
玉

安
河
内
弘
子

安
信

緑

柳
沢

翠
明

山
内

香
楓

山
川

昌
泉

山
口

香
苑

山
田

博
道

山
本

晃
一

山
本

秦
鼎

山
本

筑
崖

山
本
満
理
子

吉
澤

太
雅

吉
田

昌
美

渡
辺

翠
波
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改
組
新

第
７
回
日
本
美
術
展
覧
会

会

場

国
立
新
美
術
館

東
京
都
港
区
六
本
木
７
―
２２
―
２

会

期

令
和
２
年
１０
月
３０
日
（
金
）
〜
１１
月
２２
日
（
日
）

休
館
日

４
日
（
水
）・
１０
日
（
火
）・
１７
日
（
火
）

観
覧
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
（
入
場
は
午
後
５
時
３０
分
ま
で
）

主

催

公
益
社
団
法
人

日
展

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
入
場
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

最
新
の
開
催
情
報
は
「
日
展
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」http

://nitten.or.jp/

で
ご
確
認
下
さ
い
。

本
年
度
の
開
催
要
綱
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

ご
応
募
の
流
れ

封
筒
に
左
記
の
も
の
を
同
封
の
上
、
日
展
事
務
局
宛
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

・
部
数
に
応
じ
た
送
料
分
の
切
手

・
必
要
部
数
、
送
付
先
の
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
た
紙

〈
送
付
先
〉

〒
１１０
―
０００２
東
京
都
台
東
区
上
野
桜
木
２
―

４
―

１
「
日
展
事
務
局
出
品
申
込
書
係
」
宛

送
料：

１
〜
２
部
１
４
０
円
、
３
部
２
１
０
円
、
４
〜
６
部
２
５
０
円

６
部
以
上
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
℡
０
３（
３
８
２
１
）０
４
５
３

※
返
信
用
封
筒
は
不
要
で
す
。

※
速
達
を
ご
希
望
の
方
は
、
速
達
希
望
と
明
記
の
上

送
料
＋
速
達
料
金
（
２
９
０
円
）
の
切
手
を
あ
わ
せ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

切
手
が
事
務
局
に
到
着
次
第
、
左
記
の
書
類
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

・
開
催
要
綱

・
出
品
申
込
書

・
鑑
査
結
果
通
知
用
の
封
筒

【
個
人
搬
入
の
方
】

各
部
門
で
決
め
ら
れ
た
搬
入
日
お
よ
び
搬
入
場
所
（
開
催
要
綱
参
照
）
に
、

出
品
申
込
書
・
鑑
査
結
果
通
知
用
の
封
筒
・
出
品
手
数
料
（
１
２
、０
０
０
円
）

を
添
え
て
、
作
品
を
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
搬
入
業
者
を
ご
利
用
の
方
】

各
搬
入
業
者
の
所
定
の
手
続
き
に
し
た
が
い
、
作
品
の
搬
入
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
業
者
ご
と
に
締
切
期
日
等
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
直
接
各
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
宅
配
便
で
の
受
付
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
）

日
展
会
員
、
準
会
員
、
会
友
の
方
々
の
出
品
票
発
送
予
定

〇
会
員
、
準
会
員
、
前
年
度
特
選
受
賞
者：

９
月
初
旬
頃

〇
会
友：

８
月
中
旬
か
ら
下
旬
頃

応募に必要な
資料の請求
（切手を郵送）

日展事務局より
開催要綱・出品
申込書等を郵送

作品の搬入 ⬅⬅
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〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
〰
〰
〰
〰
〰 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す新

会
員
よ
り

コロナ禍後、今まで普通にあった価値
観が大きく変わろうとしている。
古い体質の企業や業態が市場から撤退
して、新しい形に取って変わる。
「新」日展と自分自身の今後へ、不安
とそれ以上の希望を抱いていきたい。

日本画 伊東正次

日展の魅力は五科から成る所です。これまでジャンルの違
う先生方のご意見を賜り、大変刺激を受けて参りました。
新会員になったこれからも、専門性を横断する交流をより

深め、精進して参る所存です。
日本画 川嶋 渉

私にとって自然は無限で美しく、
それを表現する為の感性をより以上
に磨かなければと、日展会員にご承
認頂けた今、改めて緊張しておりま
す。今後ともご指導ご鞭撻の程、宜
しくお願い申し上げます。

日本画 松浦丈子

この度は新会員となり身の引き締まる思いです。
本年はコロナの影響により、足を運べない場所や会えない人々を
想う機会が増えました。
多くの縁に支えられ、美術と関わりながら生きていられる今に感
謝しています。

日本画 稲田亜紀子

百年を越える日展という大河の流れに身を置き、改めて先
人の偉大さと自分の矮小さを感じている。今はただ、先人に
学びながら、小さき者なりに自分の絵を描き続けていくばか
りである。

洋画 岡本 猛

日展に出品し始めて、ようやく仲間に
なれた思いです。又、気を引き締めてい
かなければと自分に言い聞かせておりま
す。ここ２、３年私的に大きな節目があ
りましたが、前向きに良い仕事をしてい
きたいと思います。

洋画 大竹正治

歴史ある日展の一員となり、身の引き締まる思いでいます。これからも自
然の魅力と取り組みながら研鑽を続け、日展会員の名に恥じないように精進
して参りたいと思います。よろしくお願い申し上げます。

洋画 西谷之男

作品図版
改組 新 第６回日展出品作
２０１９（令和元年）

《シシウド野》 稲田亜紀子

《生命》 岡本 猛

《野仏図～陽だまりの戯れ～》
伊東正次

《讃歌》 松浦丈子

《景》 大竹正治

《夏の池畔》 西谷之男

《凍》 川嶋 渉
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この度は、日展会員の栄誉を賜り感謝致します。今後
も作品制作の喜びをかみしめながら、さらに誠心誠意精
進を重ねてまいります。ご指導ご鞭撻賜りますよう何卒
よろしくお願い申し上げます。

彫刻 小関良太

これまで日本美術の中で日展の果たしてきた功績
は大きいと感じています。組織の一員となった今、
日展の名に恥じぬよう日々研鑽を重ねたいと思いま
す。今後、この伝統を継承しつつ未来へ発展できる
よう努力していく所存です。

彫刻 髙野眞吾

近代から時代を越えて彫刻文化を育んできた日展。そ
の一員として次代に向けて何ができるのか、自分に問い
続けていきたい。恩師や先輩が示してくれた「かたち」
に対する責任を、自身も彫刻家として追求していきたい。

彫刻 宮坂慎司

構造を見て構成を考える。古と諸学を識り現
代の作品へ。自然から感じさせたいものへ。現
代具象彫刻とはその思考と哲学をいう。巨匠や
偉人の考え、生物進化、解剖学的神秘、美学、
宇宙…。その狂喜を更に深く深く。

彫刻 前芝武史

日展初入選が一度目。そして今は二度目のスタートラインに立った心境です。
新しい明日の日展を担うべき、若い作家の力を引き出せる自分の力量を培いなが
ら、今後の作品の制作に責任を持って臨みたいと思います。

工芸美術 安藤タヅ子

心に響くような絵を描きたい。多くの良き師や仲間に恵まれ、今日がある
ことに深く感謝しています。伝統の重みをしっかりと受け止め、更なる作品
の向上と日展の発展に微力ながら寄与できるよう精進してまいります。

洋画 松野 行

日展に新会員として加われました事、皆様のお陰様と感謝致します。コロナ禍で新たな
日常生活の中、不安を感じる日々となりましたが、少しでも穏やかな時を感じられる作品
を制作出来るよう精進して参ります。

彫刻 二塚佳永子

《渇き》 松野 行

《みちゆき》 小関良太

《とん・とん・とん》
二塚佳永子

《最後の唄》 前芝武史

《帰想》 安藤タヅ子

《プロメテウスの解放》
髙野眞吾

《 singing shell-Ⅱ》
宮坂慎司

第１７５号 日展ニュース ８



この歴史ある日展、新会員。より一層真摯に作品制作
に取り組まなければならないと、心に強く思いました。
そして、いつも創造的な美に挑戦し続けることを肝に銘
じ、作品を出品し続けていく所存でございます。

工芸美術 浅井啓介

会員の委嘱を賜り、まことに光栄に存じ上げます。
混迷の時代、日常の美しいと感ずる瞬間や事象を大切
に、安寧を祈りながら自分の象で表せるよう、一つ一
つ積み重ねてまいりたいと思います。

工芸美術 竹森公男

日展会員にご推挙頂き歓びに溢れると共に、その責務
の重大さに身の引き締まる思いです。常に書の古典と対
峙しながら独自の書美を求めて、また書の美を広汎に理
解頂けるように、更なる研鑽に努めたいと存じます。

書 伊藤仙游 会員という身に余る立場にご推
挙いただきまして、甚だ恐縮して

き きゅう

います。初心に返り、よく箕�を
つ

紹ぐべく着実に歩を進めてゆきた
いと思います。

書 河西樸堂

日展への憧れや思いは書を志した時か
ら持ち合わせていました。現在は「作家
として常に作品に責任を持たなくてはな
らない」とさらに自分自身に言い聞かせ、
日々古典に目を向けた研鑽に努めている
ところです。

書 吉澤劉石

日展は、日本芸術の展開に大きな役割を担
っていますし、誰もが認める最高峰の展覧会
です。この会員になれましたことの職責を考
えますと身の引締まる思いです。更に鍛錬を
積み、より良き作品制作に励みたく存じます。

書 野田正行

此の度、日展の会員に承認していただき、書を志してか
らの６０年を振り返りながらその意味の重大さをひしひしと
感じています。今後は、会員に相応しい仕事が出来る様、
一層の精進をせねばと肝に銘じております。

書 新谷泰鵬

《円窓Ⅵ》 浅井啓介

《萬葉歌》 新谷泰鵬

《順彼長道》 河西樸堂

《りんだうの花》 野田正行

《高山雑詩》 伊藤仙游

《月夜（つくよ）》 吉澤劉石

《天月地黄昏》 竹森公男
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地
方
だ
か
ら
こ
そ
持
て
る
制
作
世
界

（
日
本
画
）　
佐
　
藤
　
和
歌
子

こ
れ
ま
で
地

方
か
ら
出
品
を

続
け
て
き
て
感

じ
る
こ
と
は
変

わ
ら
ず
、
地
方

に
い
る
と
、
ど

の
よ
う
に
評
価

し
て
い
た
だ
け

る
か
わ
か
ら
な

い
不
安
が
あ

り
、
だ
か
ら
こ

そ
よ
り
充
実
し
た
作
品
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
、
と

い
う
思
い
が
以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
い
か
な
る
場
合
に
も
持
ち
続
け
る
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
も
地
方
で
描
き
続
け
て
い
く
上
で
必

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

制
作
し
や
す
い
環
境
さ
え
あ
れ
ば
、
都
会
と
の
差

は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
但
し
、
そ
の

地
域
に
し
か
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
れ

が
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
私
た
ち
の
感
性
の
根
底
に

あ
る
も
の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
に
そ
れ
ぞ
れ
の
制

作
世
界
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
展
覧

会
が
次
々
と
開
催
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
り
非
常
に

残
念
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
に
こ
そ
、

た
だ
無
為
に
過
ご
す
の
で
は
な
く
し
っ
か
り
と
心
に

留
め
、
次
の
作
品
づ
く
り
へ
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

（
熊
本
県
在
住
）

感　

謝（
洋
画
）　
内
　
海
　
洋
　
江
　

い
つ
も
「
出
品
者
の
思
い
」
を
読
ま
せ
て

頂
き
、
各
地
で
同
じ
思
い
で
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
方
々
の
人
生
や
日
常
生
活
に
触
れ
て
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
励
み
に
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

私
は
高
校
生
の
頃
、
絵
の
道
に
入
り
、
幸

運
に
も
良
き
師
と
多
く
の
先
輩
方
、
仲
間
に

恵
ま
れ
、
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
今
日

ま
で
大
好
き
な
絵
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
の
は
、
八
十
九
歳
に
な
る
母
が
家
事
を
担
っ
て
く

れ
る
な
ど
、
家
族
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
、
た
だ

た
だ
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

日
展
の
巡
回
展
が
ふ
く
や
ま
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

の
は
十
年
く
ら
い
前
で
す
が
、
公
募
展
を
観
る
機
会
の

少
な
い
地
域
だ
っ
た
の
で
、
当
時
は
大
き
な
話
題
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
時
ば
か
り
は
、
地
元
の
人
た
ち
に
観

て
も
ら
え
る
、
絵
を
描
き
続
け
て
き
て
良
か
っ
た
と
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
感
謝
、
あ
り
が
と
う
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
さ
ら
に
精
進
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

（
広
島
県
在
住
）

心
の
糧

（
工
芸
美
術
）　
兼
　
先
　
恵
　
子

日
展
に
出
品
を
始
め
た
二
十
代
は
、
植
物
や
風
景
を
描
き
、
そ
の

過
程
で
湧
き
上
が
る
イ
メ
ー
ジ
を
構
想
し
制
作
を
続
け
る
日
々
で
し

た
。
が
、
次
第
に
完
成
し
た
作
品
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
、
表
現
の

内
容
や
形
態
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
制
作
し
て
お
り
ま
し

た
。
先
の
見
え
な
い
私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
温
か
く
見
守
っ
て
下
さ
っ

た
先
生
方
、
先
輩
方
の
何
げ
な
い
ア
ド
バ
イ
ス
が
道
標
と
な
り
歩
を

進
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

「
浮
き
沈
み
の

中
で
も
続
け
て

い
け
ば
、
見
え

な
か
っ
た
世
界

が
見
え
て
来
る

節
目
が
有
る
。

そ
の
時
の
発
見

を
重
ね
て
己
の

思
考
の
世
界
を

１
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か
な
書
道
に
め
ぐ
り
あ
っ
て

（
書
）　
津
志
田
　
沙
　
苑

私
は
岩
手
県
宮
古
市
に
生
ま
れ
、
盛
岡
市
に
嫁
い
で
五
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
盛
岡
は
旧
南
部

藩
の
城
下
町
、
秀
峰
岩
手
山
を
望
む
自
然
豊
か
な
街
で
す
。
岩
手
県
は
石
川
啄
木
や
宮
沢
賢
治
等

秀
で
た
文
人
が
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。

み
ち
の
く
岩
手
に
「
か
な
書
道
」
が
根
付
い
た
の
は
六
十
年
程
前
、
深
山
龍
洞
先
生
方
の
熱
意

と
行
動
力
で
花
開
い
た
も
の
で
す
。

私
も
雅
な
流
麗
美
に
魅
せ
ら
れ
、
四
十
代
半
ば
に
主
婦
の
趣
味
と
し
て
「
か
な
教
室
」
に
入
門

し
ま
し
た
。
地
元
の
書
展
か
ら
夢
の
日
展
へ
も
挑
戦
し
続
け
ま
し
た
が
、
日
展
初
入
選
は
六
十
歳

過
ぎ
で
し
た
。
私
の
所
属
し
て
い
る
書
道

会
本
部
は
神
戸
に
あ
り
ま
す
の
で
、
家
人

の
理
解
協
力
の
支
え
で
研
究
会
等
に
も
参

加
し
学
べ
る
こ
と
は
、
書
作
の
悩
み
は
あ

る
も
の
の
充
実
の
七
十
代
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
健
康
に
留
意
し
、
書
友
や

弟
子
達
と
共
に
「
伝
統
あ
る
日
展
」
に
挑

戦
す
る
こ
と
で
、
筆
文
化
継
承
に
繋
が
る

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
充
実
し
た

日
々
に
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
へ
の

感
謝
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
岩
手
県
在
住
）

地
方
だ
か
ら
こ
そ
持
て
る
制
作
世
界

（
日
本
画
）　
佐
　
藤
　
和
歌
子

こ
れ
ま
で
地

方
か
ら
出
品
を

続
け
て
き
て
感

じ
る
こ
と
は
変

わ
ら
ず
、
地
方

に
い
る
と
、
ど

の
よ
う
に
評
価

し
て
い
た
だ
け

る
か
わ
か
ら
な

い
不
安
が
あ

り
、
だ
か
ら
こ

そ
よ
り
充
実
し
た
作
品
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
、
と

い
う
思
い
が
以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
い
か
な
る
場
合
に
も
持
ち
続
け
る
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
も
地
方
で
描
き
続
け
て
い
く
上
で
必

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

制
作
し
や
す
い
環
境
さ
え
あ
れ
ば
、
都
会
と
の
差

は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
但
し
、
そ
の

地
域
に
し
か
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
れ

が
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
私
た
ち
の
感
性
の
根
底
に

あ
る
も
の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
に
そ
れ
ぞ
れ
の
制

作
世
界
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
展
覧

会
が
次
々
と
開
催
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
り
非
常
に

残
念
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
に
こ
そ
、

た
だ
無
為
に
過
ご
す
の
で
は
な
く
し
っ
か
り
と
心
に

留
め
、
次
の
作
品
づ
く
り
へ
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

（
熊
本
県
在
住
）

広
げ
な
さ
い
。」
と
の
恩
師
の
言
葉
は
今
も
私
の
制
作
の
糧
で
す
。

悩
み
、
躓
き
、
諦
め
か
け
た
時
、
こ
の
言
葉
を
思
い
起
し
、
も
う
少

し
続
け
て
み
よ
う
と
心
を
奮
い
立
た
せ
て
い
ま
す
。
京
都
と
い
う
多

様
な
文
化
を
育
ん
だ
地
は
、
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
新
し
い
物
を
否

定
し
な
い
懐
の
深
さ
が
有
り
、
恵
ま
れ
た
制
作
環
境
で
仕
事
を
続
け

ら
れ
る
事
を
大
事
に
、
美
し
い
と
思
う
感
性
を
見
失
う
こ
と
な
く
、

染
色
を
通
し
て
、
最
大
限
表
現
へ
と
昇
華
さ
せ
る
努
力
を
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
京
都
府
在
住
）

汗
と
安
堵
の
搬
入
道
中

（
彫
刻
）　
鈴
　
木
　
徹
　
男

水
戸
は
上
野
か
ら
Ｊ
Ｒ
特
急
列
車
で
一
時
間
余
り

の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
駅
か
ら
さ
ら
に
東
に
向
け

て
二
十
分
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
る
と
我
家
に
着
き
ま
す
。

自
宅
周
辺
は
丘
陵
の
先
端
部
に
位
置
し
て
い
て
、
か

つ
て
目
の
前
は
海
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
近
く
に
は
常

陸
風
土
記
に
記
さ
れ
た
国
指
定
史
跡
の
『
大
串
貝
塚
』

が
公
園
と
し
て
整
備
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
園
内
に

は
縄
文
時
代
の
復
元
住
居
や
巨
人
展
望
像
が
あ
り
、

像
に
登
る
と
広
大
な
水
田
地
帯
が
望
め
ま
す
。

私
は
数
年
前
ま
で
、
日
展
へ
の
搬
入
を
マ
イ
カ
ー

で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
地
元
の
先
生
方
に
道
案
内

を
頂
き
、
車
列
を
整
え
て
首
都
高
速
を
走
り
ま
し
た
。

幾
つ
も
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
必

死
に
な
っ
て
先
導
車
に
つ
い
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
外
苑
出
口
で
高
速
を
降
り
六
本
木
の
美
術

館
通
用
口
に
入
る
や
否
や
、
ど
っ
と
一
年
の
疲
れ
と

安
堵
の
汗
が
出
る
の

で
し
た
。
日
展
作
品

の
搬
入
搬
出
は
私
に

と
っ
て
毎
年
最
後
の

大
仕
事
で
し
た
。

先
生
方
に
は
こ
の

様
な
こ
と
ま
で
お
世

話
に
な
り
、
有
難
く

大
変
感
謝
致
し
て
お

り
ま
す
。

�

（
茨
城
県
在
住
）
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作
家
人
生
―
私
の
仕
事
―

転

機

第
三
科
彫
刻

理
事

山

本

眞

輔

東
京
教
育
大
学
（
現
・
筑
波
大
学
）「
彫
塑
」
に
入
学
す
る
た
め
石
膏

デ
ッ
サ
ン
を
勉
強
し
た
。
学
科
試
験
も
あ
り
合
格
は
大
き
な
自
信
に
な
っ

た
。
大
学
で
は
「
塑
像
制
作
」
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
裸
の
モ
デ
ル
を
前

に
し
て
い
か
に
正
確
に
写
す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
技
術
の
習
得
が

「
彫
塑
」
を
究
め
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
。
学
部
を
卒
業
し
教
育
学
専

攻
科
「
彫
塑
」（
現
・
大
学
院
）
に
進
学
し
て
も
モ
デ
ル
を
見
て
正
確
に

写
す
こ
と
が
彫
刻
制
作
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
。
自
分
の
力
が
ど
の
程
度

の
も
の
か
を
知
り
た
い
と
「
日
展
」
第
三
科
に
出
品
し
入
選
し
た
こ
と
も

私
を
力
づ
け
て
く
れ
た
。
大
学
専
攻
科
卒
業
と
同
時
に
名
古
屋
市
立
保
育

短
期
大
学
に﹇
図
画
工
作
﹈﹇
絵
画
制
作
﹈担
当
の
教
員
と
し
て
職
を
得
て
赴

任
し
た
。
そ
れ
以
後
名
古
屋
を
中
心
と
し
て
制
作
活
動
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ（
一
九
六
〇
年
代
）ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
マ
ン
ズ
ー
、
グ
レ
コ
、

フ
ァ
ッ
チ
ー
ニ
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ム
ー
ア
な
ど
イ
タ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
彫

塑
表
現
の
新
し
い
う
ね
り
が
「
古
典
主
義
表
現
」
に
新
し
い
息
吹
を
吹
き

込
ん
で
い
た
。
こ
の
う
ね
り
を
肌
で
感
じ
た
い
と
思
っ
た
の
は
私
だ
け
で

は
な
か
っ
た
。
日
本
の
作
家
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
イ
タ
リ
ア
風
に
傾
い
た
の

は
こ
の
頃
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
語
試
験
に
合
格
、（
一
九
六
八
〜
六
九
）
イ
タ
リ
ア
政
府
給
費

留
学
生
と
し
て
ロ
ー
マ
・
ア
カ
デ
ミ
ア
彫
刻
科
に
留
学
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ア

に
は
「
グ
レ
コ
教
室
」
と
「
フ
ァ
ッ
チ
ー
ニ
教
室
」
が
あ
り
私
は
「
フ
ァ
ッ

チ
ー
ニ
教
室
」
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
目
か
ら
鱗
、
私
に
と
っ
て
は
大
き
な

転
機
が
あ
っ
た
。

日
本
で
デ
ッ
サ
ン
を
勉
強
、
塑
像
制
作
基
礎
訓
練
も
し
、
日
展
に
も
入

選
し
た
と
い
う
私
の
「
己
惚
れ
」
は
フ
ァ
ッ
チ
ー
ニ
先
生
の
一
言
で
大
き

く
崩
さ
れ
た
。「
デ
ッ
サ
ン
を
う
ま
く
描
け
な
く
て
い
い
。
粘
土
で
人
体

描
写
す
る
こ
と
も
必
要
な
い
。
彫
刻
は
君
が
何
を
つ
く
り
た
い
か
を
考
え

る
こ
と
だ
」
当
時
の
自
分
に
と
っ
て
は
大
き
な
転
機
で
あ
っ
た
。

自
分
が
何
を
表
現
し
た
い
か
と
い
う
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
制
作
の
中
心
に

据
え
る
。
こ
れ
が
以
後
の
私
の
仕
事
の
方
向
を
決
め
て
く
れ
て
い
る
。
帰

国
後
も
日
展
に
出
品
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

《
心
の
旅
―
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
―
》

（
平
成
十
二
年
第
三
十
二
回
日
展
出
品
作
）

《
心
の
旅
―
光
の
舞
―
》

（
平
成
三
十
年
改
組
新
第
五
回
日
展
出
品
作
）

《
シ
ク
ラ
―
サ
の
風
》

（
平
成
二
十
八
年
第
四
十
六
回
日
彫
展
出
品
作
）

《
心
の
旅
―
風
に
祈
り
て
―
》

（
平
成
二
十
九
年
改
組
新
第
四
回
日
展
出
品
作
）

Prof. Pericle Fazzini と
Fazzini アトリエ前にて（１９６８年）
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彩
漆
へ
の
道

第
四
科
工
芸
美
術

顧
問

伊

藤

裕

司

京
美
校
（
京
都
市
立
日
吉
ヶ
丘
高
等
学
校
）
を
卒
業
し
て
東
京
へ
出
た

の
は
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
年
）
の
春
で
、
先
の
大
戦
後
の
復
興
も

緒
に
就
く
前
の
こ
と
で
す
。
あ
の
酷
し
い
時
代
に
寝
食
を
与
え
て
頂
く
内

弟
子
と
し
て
受
入
れ
て
下
さ
っ
た
の
が
山
崎
覚
太
郎
先
生
と
ご
一
家
の
皆

様
で
し
た
。
そ
し
て
東
京
で
の
そ
の
五
年
間
が
私
の
漆
芸
作
家
と
し
て
の

門
出
で
も
あ
り
ま
し
た
。

当
時
、
先
生
は
塗
、
蒔
絵
の
伝
統
の
漆
芸
を
脱
し
て
、
新
し
い
漆
の
美

を
求
め
、
従
来
の
箱
・
棚
・
器
物
等
を
越
え
て
彩
漆
に
よ
る
制
作
に
新
し

い
漆
の
活
路
を
求
め
、
大
作
の
平
面
志
向
に
舵
を
切
ら
れ
た
直
後
に
先
生

の
膝
元
に
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
緻
密
な
表

現
を
捨
て
、
彩
漆
に
よ
る
筆
勢
を
も
敢
え
て
重
視
す
る
大
胆
な
表
現
に
活

路
を
拓
か
れ
、
ア
ト
リ
エ
で
先
生
の
指
示
さ
れ
る
彩
漆
作
り
に
日
夜
専
念

す
る
日
々
を
過
ご
し
、�
彩
漆
�が
私
の
感
性
の
内
に
強
烈
に
浸
透
し
て
、

い
ま
の
私
が
あ
り
ま
す
。

五
年
の
徒
弟
生
活
を
辞
し
て
京
都
に
戻
り
ま
し
た
。
幸
い
京
都
に
は
、

番
浦
省
吾
先
生
を
始
め
新
し
い
漆
芸
の
道
を
求
め
活
動
を
始
め
た
作
家
集

団
�
朱
玄
会
�
が
あ
り
入
会
を
許
さ
れ
、
そ
の
末
席
で
作
家
人
生
の
第
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
、
制
作
も
彩
漆
を
ベ
ー
ス
に
伝
統
の
蒔
絵
技

法
や
様
々
な
異
素
材
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
画
面
作
り
も
多
彩
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
年
）
秋
、
朱
玄
会
の
作
家
た
ち
の
日
展
出

品
作
品
が
審
査
の
結
果
、
予
想
外
の
多
数
の
選
外
と
い
う
深
刻
な
事
態
と

な
り
、
番
浦
先
生
を
始
め
全
会
員
が
数
日
真
剣
な
討
論
を
重
ね
た
結
果
、

若
い
作
家
た
ち
の
層
を
切
り
離
し
て
、
別
の
集
団
を
作
り
、
そ
れ
を
認
め

支
援
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
私
が
そ
の
全
権
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
才
知
秀

れ
た
鈴
木
雅
也
君
を
強
力
な
同
志
と
し
て
�
フ
ォ
ル
メ
�
と
い
う
集
団
を

結
成
し
、
濃
密
な
創
作
活
動
を
十
年
余
展
開
し
て
、
最
後
は
画
廊
を
一
年

間
使
用
契
約
し
、
各
作
家
の
個
展
シ
リ
ー
ズ
を
展
開
。
其
の
後
、
あ
る
事

態
に
直
面
し
て
解
散
も
止
む
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
思
え
ば
、
社
会

と
の
接
点
を
求
め
つ
づ
け
た
活
動
は
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
の
も
と
に

大
作
を
以
っ
て
建
築
空
間
へ
の
装
飾
美
を
求
め
る
な
ど
、
個
々
で
は
な
し

得
な
い
運
動
体
と
し
て
、
漆
の
旧
態
打
破
の
�
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
�
の
運

動
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
過
去
の
形
に
囚
わ
れ
る
な

常
に
新
し
い
創
意
に
自
分
を
賭
け
ろ

見
る
人
に
�
漆
�
か
ら
絵
画
を
越
え
る
深
さ
と
感
動
を
覚
え
て
貰
う
力
の

漲
っ
た
作
品
を
作
れ
」

い
ま
も
師
の
叱
咤
激
励
が
こ
と
あ
る
毎
に
蘇
っ
て
き
ま
す
。

漆芸作家集団〔フォルメ〕結成
前衛活動展開

《
ス
サ
ノ
オ
聚
抄
》

（
平
成
十
五
年
第
三
十
五
回
日
展
出
品
作
）

日
本
芸
術
院
賞
（
日
本
芸
術
院
蔵
）

《収穫》（昭和５８年第１５回日展出品作）日展会員賞

《
燦
光
》

（
昭
和
四
十
三
年
第
十
一
回
日
展
出
品
作
）

特
選
・
北
斗
賞

１３ 日展ニュース 第１７５号
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小坂奇石記念館
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法
樂
寺
リ
ー
ヴ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

小
坂
奇
石
記
念
館

第
五
科
書
　
会
員
　
山
本 

大
悦

　「
私
の
家
の
す
ぐ
近
く
に
法
楽
寺
と
い
う
古
刹
が
あ
る
。
そ
の

昔
、
慈
雲
さ
ん
は
、
こ
こ
で
剃
髪
修
行
せ
ら
れ
た
。
寺
歴
に
よ

れ
ば
平
重
盛
の
創
建
と
い
う
か
ら
相
当
に
古
い
。
門
を
入
っ
た

と
こ
ろ
に
樹
齢
八
百
年
の
大
楠
が
あ
る
。
計
っ
た
こ
と
は
な
い

が
、四
か
か
え
か
五
か
か
え
ぐ
ら
い
は
あ
ろ
う
。
…
」『
書
源
』（
昭

和
四
十
六
年
第
五
巻
八
号
）
巻
頭
言
か
ら
引
用
し
た
小
坂
先
生

の
文
で
あ
る
。

　
書
家
・
小
坂
奇
石
先
生
は
一
九
〇
一
年
、
徳
島
県
に
生
ま
れ
、

一
九
九
一
年
に
奈
良
県
で
没
し
た
。
そ
の
間
の
一
九
七
八
年

（
七
十
七
歳
）
ま
で
の
四
十
年
余
り
を
大
阪
府
東
住
吉
区
に
居
を

構
え
た
。
法
樂
寺
へ
は
徒
歩
数
分
の
所
で
あ
る
。
散
歩
が
て
ら

郵
便
局
へ
の
行
き
帰
り
に
山
門
を
く
ぐ
り
楠
の
大
木
を
仰
ぎ
、

し
ば
し
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
よ
う
だ
。
法
樂
寺
の
老
僧
の
話

に
よ
る
と
、
当
時
、
若
僧
だ
っ
た
私
に
、
大
楠
の
前
で
大
樹
の

成
長
を
人
間
に
例
え
、
若
者
へ
の
篤
い
思
い
を
語
ら
れ
た
り
、

月
参
り
で
先
生
宅
を
訪
れ
た
時
は
、
床
の
間
に
か
か
る
書
に
つ

い
て
話
が
弾
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
す
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
以
来
昵
懇
に
さ
れ
て
い
た
ご
住
職
と
の
ご
縁
で
、
小
坂
先
生

が
亡
く
な
り
七
回
忌
の
時
に
「
小
坂
奇
石
記
念
館
」
を
境
内
に

建
立
す
る
運
び
と
な
り
、
一
九
九
七
年
開
館
に
至
っ
た
。「
法
樂
寺

リ
ー
ヴ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
小
坂
奇
石
記
念
館
」
は
前
面
が
総
ガ
ラ
ス

張
り
で
、
僧
侶
が
か
ぶ
る
網
代
笠
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
モ
ダ
ン
な

建
物
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
、
人
々
が
手
を
合
わ
せ
る
合
掌
の
姿
を

形
取
っ
た
ホ
ー
ル
明
王
殿
と
に
分
か
れ
た
造
り
に
な
っ
て
い
る
。

　
小
坂
先
生
の
作
品
は
日
展
や
公
募
展
に
出
品
さ
れ
た
大
作
を

は
じ
め
小
品
、
焼
物
、
染
色
、
ま
た
お
稽
古
で
書
か
れ
た
折
帖

な
ど
約
四
百
点
余
り
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
十
一
月
中
旬

か
ら
一
ヵ
月
間
、
小
坂
奇
石

展
を
開
催
し
て
い
る
が
、
今

年
は
小
坂
奇
石
生
誕
百
二
十

年
、
没
後
三
十
年
の
記
念
展

で
あ
る
。
作
品
以
外
に
先
生

自
ら
が
執
筆
法
、
用
筆
法
等

を
研
究
、
書
き
記
し
た
手
控

え
帳
が
展
示
さ
れ
る
。「
書

は
線
で
あ
る
。
ゆ
え
に
用
筆

は
直
筆
蔵
鋒
」
が
先
生
の
口

癖
で
、
ま
さ
に
「
線
の
行
者
」

で
あ
っ
た
。
特
に
拘
っ
た
の

が
執
筆
法
で
、「
撥ば

っ
と
う
ほ
う

鐙
法
」

を
図
解
で
示
し
た
手
控
え
帳

は
先
生
の
探
求
心
の
た
ま
も

の
で
必
見
で
あ
る
。
皆
さ
ん

も
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

全国各地の美術館の中から日展作家
ゆかりの美術館を関係者の紹介文を
添えて少しずつご案内いたします。
是非、日展作家の名作との出会いを
お楽しみください。

日展ゆかりの

第17回

美術館
散 策

日展ゆかりの

《蘇東坡 偈》（昭和63年第20回日展出品作）

小坂奇石（1901〜1991）
書家
日展参事



日
展
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
つ
い
て

日
展
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
文
部
省
美

術
展
覧
会
（
文
展
）
の
創
設
か
ら
今
年
一

一
三
年
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
美
術
団
体
で

す
。
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
美
術
、

書
と
五
部
門
か
ら
な
る
日
本
最
大
規
模
の

「
日
本
美
術
展
覧
会
」
に
は
全
国
か
ら
多

く
の
美
術
フ
ァ
ン
の
ご
鑑
賞
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。
日
展
は
展
覧
会
事
業
の
他
に
、

美
術
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
、
美
術
に

関
す
る
講
演
会
及
び
講
習
会
事
業
、
美
術

鑑
賞
及
び
創
作
に
関
す
る
体
験
講
座
事

業
、
美
術
研
究
冊
子
及
び
図
書
刊
行
事
業

等
を
通
じ
て
、
我
が
国
美
術
文
化
の
振
興

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
諸
事
業
を
推
進
す
る
に
は
、

多
く
の
個
人
の
皆
様
並
び
に
法
人
・
団
体

の
皆
様
か
ら
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を

い
た
だ
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
、
日
展
の
公
益
事
業
活

動
に
賛
同
し
、
ご
支
援
く
だ
さ
る
方
々
を

対
象
と
し
た
賛
助
会
員
制
度
「
日
展
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
」
を
設
け
、
ご
賛
助
を
お
願
い

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。皆
様
方
に
は
、

本
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
「
日
展
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
」
へ
の
ご
加
入
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

日
展
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
は
、
公
益
事
業
活
動

を
財
政
的
に
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
く
賛
助
制

度
（
寄
附
制
度
）
で
、
個
人
と
法
人
・
団

体
を
単
位
と
し
て
募
集
い
た
し
ま
す
。

（
個
人
）一

口
／
年

二
○
、
○
○
○
円

（
十
口
ま
で
申
し
受
け
ま
す
）

（
法
人
・
団
体
）

一
口
／
年
一
○
○
、
○
○
○
円

（
十
口
ま
で
申
し
受
け
ま
す
）

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
日
展
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
賛
助
金
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
日
本

美
術
展
覧
会
」
及
び
関
連
事
業
の
助
成
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

日
展
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
ご
寄
付
い
た
だ

い
た
方
へ
は
、「
日
展
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
証
」

が
発
行
さ
れ
、「
日
本
美
術
展
覧
会
」
の
鑑

賞
な
ど
、特
典
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

（
詳
細
の
問
い
合
わ
せ
）

日
展
事
務
局

℡

０
３
（
３
８
２
１
）
０
４
５
３

賛
助
会
員
制
度
《
日
展
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
》

（
掲
載
希
望
者
の
み

令
和
２
年
５
月
末
現
在
）

●
個
人

東

晋
一
郎
様

新
井
演
子
様

飯
田
真
未
様

飯
塚
勝
己
様

池
田
康
子
様

石
崎
國
夫
様

石
崎
喜
江
様

井
谷
善
惠
様

井
上
道
守
様

今
田
功
一
様

今
村
忠
司
様

岩
田

薫
様

岩
村
朝
子
様

大
谷
眞
治
様

岡

昌
志
様

奥
田
節
子
様

奥
田
卓
三
様

角
井

博
様

梶
山
純
子
様

金
子
美
和
様

木
下
隆
介
様

栗
原
直
子
様

呉

祐
輔
様

黒
田
浩
平
様

児
玉
安
司
様

近
藤
禎
男
様

坂
本
美
賀
子
様

佐
川
か
お
る
様

副
島

隆
様

髙
木
京
子
様

髙
木
千
春
様

髙
木
寛
史
様

田
頭
益
美
様

髙
田
久
信
様

髙
橋
千
笑
様

竹
本
大
鶴
様

田
中
宏
典
様

谷
本
佳
美
様

土
橋
正
彦
様

土
屋
礼
央
様

鶴
巻
百
合
子
様

中
田
由
佳
様

中
原
有
三
様

中
室
里
恵
様

西
田
俊
通
様

西
村
潤
帰
様

西
村
友
子
様

野
田
裕
一
様

福
田
瑞
子
様

藤
田
理
恵
子
様

堀

稲
子
様

真
下
清
美
様

松
岡
庸
子
様

松
本
正
之
様

宮
負
丁
香
様

宮
島
幸
男
様

村
里

暁
様

森
嶌
順
子
様

●
法
人
・
団
体

株
式
会
社
Ｉ
Ｄ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
様

医
療
法
人
社
団
永
寿
会
様

株
式
会
社
大
垣
共
立
銀
行
様

株
式
会
社
加
賀
屋
様

鹿
島
建
設
株
式
会
社
様

株
式
会
社
川
端
商
会
様

株
式
会
社
玉
蘭
堂
様

謙
慎
書
道
会
様

ゴ
ー
ル
デ
ン
文
具
株
式
会
社
様

株
式
会
社
光
雲
堂
様

株
式
会
社
佐
久
間
太
熈
堂
様

株
式
会
社
靖
雅
堂
夏
目
美
術
店
様

公
益
社
団
法
人
創
玄
書
道
会
様

株
式
会
社
高
山
草
月
堂
様

株
式
会
社
筑
波
銀
行
様

Ｔ
＆
Ｔ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
法
律
事
務
所
様

株
式
会
社
テ
レ
ビ
長
崎
様

東
洋
額
装
株
式
会
社
様

中
川
特
殊
鋼
株
式
会
社
様

公
益
社
団
法
人
日
本
書
芸
院
様

有
限
会
社
跋
渉
堂
様

福
井
素
鳳
堂
様

株
式
会
社
便
利
堂
様

有
限
会
社
丸
栄
堂
様

有
限
会
社
み
な
せ
筆
本
舗
様

株
式
会
社
ミ
ラ
イ
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
様

一
般
財
団
法
人
桃
園
学
園
様

株
式
会
社
谷
中
田
美
術
様

株
式
会
社
湯
山
春
峰
堂
様

菱
三
印
刷
株
式
会
社
様

株
式
会
社
リ
ン
ク
ス
様

株
式
会
社
和
光
様

１５ 日展ニュース 第１７５号
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叙
勲

令
和
二
年
四
月

旭
日
中
綬
章

寺
坂

公
雄
（
日
展
顧
問
）

旭
日
小
綬
章

新
井

光
風
（
日
展
理
事
）

改
組
新

第
６
回
日
展
出
版
物

割
引
販
売
の
ご
案
内

日
展
図
録
（
５
部
門
・
５
分
冊
）

割
引
価
格
各
一
、
〇
〇
〇
円（
税
込
）

日
展
作
品
集

割
引
価
格
一
、
〇
〇
〇
円
（
税
込
）

※
送
料
一
律
五
〇
〇
円

詳
細
は
日
展
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
知

ら
せ
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

左
の
先
生
方
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

伊
藤

利
行
先
生（
洋
画
・
会
員
）
２
・
１
・
１１

鈴
木

竹
柏
先
生（
日
本
画
・
顧
問
）

２
・
２
・
７

（
日
本
芸
術
院
会
員
）

老
衰
の
た
め
死
去
。

一
〇
一
歳
。

大
正
七
年
神
奈
川
県
生

ま
れ
。
昭
和
十
八
年
第
六
回
新
文
展
初

入
選
、
同
三
十
九
年
日
展
会
員
、
同
四

十
五
年
日
展
評
議
員
、
同
六
十
年
日
展

監
事
、
同
六
十
二
年
日
展
評
議
員
、
平

成
元
年
日
展
理
事
、同
三
年
日
展
監
事
、

日
本
芸
術
院
会
員
、
同
四
年
日
展
常
務

理
事
、
同
六
年
勲
三
等
瑞
宝
章
受
章
、

同
七
年
日
展
事
務
局
長
、
同
九
年
日
展

理
事
長
、
同
十
一
年
日
展
顧
問
、
同
十

九
年
文
化
功
労
者
、
同
二
十
一
年
日
展

会
長
、
同
二
十
六
年
日
展
顧
問
。
昭
和

三
十
八
年
第
六
回
日
展
審
査
員
（
以
降

合
計
十
二
回
）。

荒
木

文
夫
先
生（
彫
刻
・
会
員
）
２
・
２
・
２７

植
松

弘
祥
先
生（
書
・
会
員
）
２
・
５
・
７

樋
口

洋
先
生（
洋
画
・
会
員
）
２
・
６
・
１１

髙
橋
規
矩
治
郎
先
生（
洋
画
・
会
員
）
２
・
６
・
２９

工
藤

道
汪
先
生（
洋
画
・
会
員
）
２
・
７
・
５

岩
井

韻
亭
先
生（
書
・
会
員
）
２
・
７
・
６

瀬
戸

剛
先
生（
彫
刻
・
会
員
）
２
・
７
・
１５

編

集

後

記

今
回
の
日
展
ニ
ュ
ー
ス
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り
、総
会
の
開
催
が
約
一
か
月
遅
れ
、

そ
れ
に
伴
い
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と

を
お
詫
び
致
し
ま
す
。
密
を
避
け
て
の

開
催
と
な
っ
た
総
会
で
は
、
事
業
報

告
・
収
支
決
算
・
役
員
改
選
・
秋
の
日

展
に
関
す
る
事
項
等
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。春

や
夏
の
公
募
展
は
緊
急
事
態
に
よ

り
取
り
や
め
が
相
次
ぎ
、
作
品
発
表
の

場
が
失
わ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
作
家
の
皆
様
方
は
こ
の
様
な
中

で
も
日
展
に
向
け
て
制
作
に
励
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
事
と
思
い
ま
す
。
当
面
は

ウ
イ
ル
ス
と
共
存
す
る
生
活
と
な
り
ま

す
が
、
秋
に
は
日
展
が
無
事
に
開
催
さ

れ
る
事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

こ
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
共
に
、
医
療
従
事
者
や
日
々

生
活
を
支
え
て
下
さ
る
方
々
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
早
く
ワ
ク
チ
ン
が

開
発
さ
れ
て
、
平
常
に
戻
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
相
武
）

編
集
委
員

川
田

恭
子

水
野

收

桑
原

富
一

平
野

行
雄

清
家

悟

堤

直
美

相
武

常
雄

月
岡

裕
二

中
村

伸
夫

西
村

東
軒

表
紙

「
古
今
和
歌
集
抄
」

一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）

第
二
十
三
回
日
展

内
閣
総
理
大
臣
賞

８
７
×
１
６
７
㎝

高
木

聖
鶴（一

九
二
三
〜
二
〇
一
七
）

公
益
財
団
法
人

総
社
市
文
化
振
興
財
団
所
蔵

改組 新 第 ６ 回 日 展 巡 回 展
入場者数（人）

１０３，７２２

２５，３３６

３７，２６６

２４，７９２

―

―

―

開 催 者

公益社団法人 日 展

日展京都展実行委員会

中 日 新 聞 社

日展大阪展実行委員会

安曇野市豊科近代美術館
公益財団法人安曇野文化財団

北 國 新 聞 社

日展長崎展実行委員会

会 場

国 立 新 美 術 館
京都市美術館別館
みやこめっせ・日図デザイン博物館
愛知県美術館ギャラリー

大 阪 市 立 美 術 館

安曇野市豊科近代美術館

石 川 県 立 美 術 館

長 崎 県 美 術 館

会 期

２０１９年１１月１日～１１月２４日
１２月１４日～

２０２０年１月１１日
２０２０年１月２９日～２月１６日

２月２２日～３月２２日
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、２．２８閉会

（４月２５日～５月１７日）
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止

（５月２３日～６月１４日）
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止

（６月２１日～７月２０日）
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止

開催地

東 京

京 都

名古屋

大 阪

安曇野

金 沢

長 崎

開催順

１

２

３

４

５

６
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